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【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

23 ～ 35

平成13年4月1日指 定 年 月 日

登録定員

Ⅴ アウトカム項目

事業所は、小田急線「相模大野」駅からバスで１０分程「老人ホーム入口」で下車
徒歩１０分。または、ＪＲ横浜線「古淵」駅から徒歩２０分程の静かな住宅街にあ
り、特別養護・養護老人ホーム、ケアセンター、デイサービスと併設しています。
運営法人は、県内に高齢者や障がい者、保育所、救護・生活支援施設など、多数の
社会福祉施設を運営しています。
＜優れている点＞
定員８名の１ユニットで、一人ひとりに手厚く細やかなサービスを行っています。
利用者の里帰りを支援したり、以前の住まいの近くや、よく訪れた神社へドライブ
をするなど、一人ひとりの関係継続の支援に努めています。例年では、保育園のク
リスマス会、自治会の盆踊り、どんど焼き、公民館でのおしゃべりサロンに参加、
施設開催の秋祭りには近隣の参加者があるなど、地域交流を盛んに取入ています。
同敷地内に介護状態に応じて対応の出来る専門職員と施設が併設しており、連携を
取りながら先を見据えたサービスが行えています。
＜工夫点＞
ホームページの更新やＳＮＳ委員会を立ち上げ、今までとは違う方法で地域への発
信を行っています。コロナ禍により、室内で行えるゲームや体操・いちご狩り、施
設内の庭でバーベキューや花火大会、職員の子どもたちとの文流、ネイルアートや
ハンドマッサージを行うなど、代替えによる活動に工夫をしています。災害対策と
して、全職員がメール登録をして、状況、安否確認がすぐに取れるようにしていま
す。

・共用型デイサービスも運営しており通いのご利用者を受け入れることにより、入
居希望につながった際職員ご利用者双方にとって慣れた環境で生活することができ
ます。
・家族会を設置し、家族会による行事（今年度は新型コロナウィルス感染拡大防止
の為家族会活動は不実施）への参加をしていただくことで、ご本人、職員、ご家族
同士とも良好な関係を築けるよう努めています。
・毎月の会議、カンファレンスや日々の気づきより職員間での情報共有、話し合い
を行うことでケアの統一を図り、理念に沿った支援を行っています。
・地域の方と交流が持てるよう「地域交流会」を開催し、グループホームを開放し
ています。また、地域の行事やサロン等にも出掛け、地域の方たちとも触れ合える
機会を作っています。（今年度は不実施）

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

認知症対応型共同生活介護
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56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 〇 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 〇 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム相模原

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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グループホーム相模原

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

グループホームでの活動や現在の課題等を報告
し、地域の課題や活動などに対する情報交換を
行いサービスの向上に努めていますが、今年度
の運営推進会議はコロナの影響で書面での会議
開催、報告としておりやや一方的な報告になっ
てしまっています。

２ヶ月に１回、自治会長、民生委員、（高齢者相談
課）市職員、地域包括支援センター職員、入居者と
その家族、施設長、管理者のもと開催しています。
入退去状況や事故報告など施設内の報告をし、参加
者からのニュースや地域の実情を共有しています。
コロナ禍に於いては書面会議としてます。

市グループホーム連絡会・県グループホーム協
議会などへの参加、不明点については市との連
絡を通して協力関係を築いています。

市の高齢福祉課、区の福祉事務所との協力関係を築
いています。運営に関しての相談をしたり、アドバ
イスを得ています。市のグループホーム連絡会、県
のグループホーム協議会に参加し、得た情報をケア
サービスの取組に反映させています。

地域交流会や秋祭りの開催等で、地域の方を招
いた行事の開催をしています。また、地域への
行事参加（夏祭り、どんど焼き、サロン等の集
まり）もしていましたが、今年度はコロナの影
響で行事の中止が相次ぎほとんど交流ができて
いません。

例年では、保育園の発表会、自治会の盆踊り、どん
ど焼き、公民館開催のおしゃべりサロンなどで地域
交流を行い、施設合同の秋祭りには近隣からの参加
者もあります。年１回、施設で地域交流会を行って
います。コロナ禍に於いて交流は出来ませんが、代
替えに施設内でバーベキューや花大会を行っていま
す。

ホームページの更新やＳＮＳ委員会を立ち上
げ、今までとは違う方法で地域の方に発信して
います。敷地内にある特別養護老人ホームと連
携した認知症カフェを開催していましたが、今
年度はコロナの影響で実施できていません。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

「その人らしさ」を大切にした事業所理念に基
づき、管理者・職員は個別性を大切にした理念
を共有し、理念に沿ったケアの実践につなげて
います。

事業所の３つの理念「家庭的な環境で、私らしく
（個別を大切にし）自立支援」を職員で共有し支援
を行っています。職員会議、ケアプランの会議など
で、一人ひとりの支援が理念に添っているか、日々
のサービスの振返りを行い、全職員で理念の周知に
努めています。玄関の目に付く位置に理念を掲示し
ています。

株式会社フィールズ



グループホーム相模原

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービ
ス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

話しやすい雰囲気作りに努め、ご利用者やご家
族から意見・要望が聞かれた際には話を傾聴し
て運営に反映できるよう努めています。運営推
進会議には各家族順に参加して頂いており、要
望等伺っています。

毎年年度末に開催の家族会総会や、運営推進会議に
於いて、家族からの意見を聞くようにしています。
面会時には、利用者の日々の状況を伝え、意見や要
望を話し易い様に、雰囲気を大切にしています。コ
ロナ禍に於いては、通信だより「家族の輪」を通じ
て、利用者の様子や事業所の意向を詳細に伝えてい
ます。

研修で権利擁護について学習する機会を持ち、
職員全体に意識を深める為会議の際等に話し合
い意見交換を行っています。

入居時・退去時には十分な時間をとって説明を
行っています。また、更新時には意見交換等も
行っています。

身体拘束委員会を開き、拘束になりうるケース
の検討や身体拘束をしないケアについて職員間
で話し合いの場をもったり研修に参加していま
す。以前は自由に外に出られていた方もいまし
たが、一人で散歩に行き外での事故が続いた
為、玄関の施錠が必要な状況になっています。

月１回「身体拘束防止と高齢者虐待防止」マニュア
ルを用いて、施設全体で研修、勉強会を行っていま
す。正しい理解と知識について学び、研修に参加で
きなっかった職員は、ビデオを見て受講し、全職員
で拘束を行わないケアに取り組むように努めていま
す。玄関の施錠は基本行わい方針ですが、事故防止
の為、状況に応じ一時的に施錠をしています。

虐待について研修をし、勉強会等で虐待防止の
意識付けを行っています。言葉遣いや対応方法
について虐待に当たらないか、虐待を見過ごさ
ないよう注意を払い防止に努めています。

株式会社フィールズ



グループホーム相模原

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

市高齢協の症例検討会、市グループホーム連絡
会等の参加を通して意見交換を行っています
が、今年度はコロナの影響で実施できていませ
ん。

入居申し込み時や面接時、利用初期段階でご本
人の要望を伺い、入居前には職員で情報共有を
し早い段階からご本人と良好な関係が築けるよ
う心がけています。

施設長は、職員個々の状況、希望を把握し、
個々に合ったスキルアップを図る機会を与え、
職場環境の整備に努めています。

施設長は、個々の方向性を把握し、研修を受け
る機会を与えていますが、コロナの影響で研修
を受ける機会が確保できていないのが現状で
す。

職員会議を通して意見交換を行い、職員が話し
やすい環境作りに努めています。意見・提案に
は傾聴し、皆で改善方法について検討した結果
を反映しています。

人事考課制度（目標援助制度）の本格的な開始に向
けて、昨年度より各職員が立てた自己目標を元に個
人面談を行い、職員の意見や提案を聞くようにして
います。働きやすい環境や、サービスの向上に向け
た運営に反映させるように努めています。

株式会社フィールズ



グループホーム相模原

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

年1回里帰り行事を実施し、希望に応じご本人
がこれまで大切にしてきた人に会ったり懐かし
い場所に出向き、関係が途切れないよう支援し
ています。今年度はコロナの影響で外出行事が
実行できていない為、LINE電話等を活用しご家
族らとの絆を維持しています。

家族からの情報で、利用者の人間関係や習慣などを
個人別ノートに記録し、全職員で共有しています。
遠方の（身元引受人でない）家族、親戚、近所に住
んでいた人の面会があります。利用者が以前住んで
いた付近や、よく訪れた神社へドライブに出掛ける
こともあります。年賀状のやり取りの支援も行って
います。

大半の家事（料理や掃除、洗濯物や畑仕事等）
を一緒に行いご利用者からアドバイスをもらっ
たり、買物や裁縫等それぞれが得意な事に積極
的に取り組まれ、ご利用者同士も暮らしを共に
する者同士の関係を築いています。

毎月お手紙を送り、ご家族と情報を共有してお
り、何か変化があればすぐに連絡・報告をして
います。また、ご家族からの関わりとしては、
母の日や誕生日には必ずプレゼントやお手紙が
届く方もいます。

入居前には職員間で情報共有をし、早い段階で
ご家族らと信頼関係が築けるよう努めていま
す。

ご本人・ご家族・職員・看護師らと話し合いを
行いサービスの内容を決めています。また、ケ
アプラン等確認し、必要としている支援に努め
ています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

入居前の面接時より、ご本人ご家族から今まで
の暮らし方や環境等について聞き取り、グルー
プホームに移っても暮らしが継続できるよう努
めています。また、個人ファイルを常時見返す
ことで、生活歴や馴染みの暮らし方が把握でき
るよう努めています。

個人記録や申し送りノートを活用し、一人ひと
りの現在の状態を把握し、看護師とも連携をと
りながら心身状態について適切なケアができる
よう努めています。

契約が終了しても必要に応じて相談や支援を
行っており、退去先に面会に行ったりご逝去さ
れた方の葬儀への参列やお悔やみの手紙等も出
しています。退所されたご家族から頂きものが
届いたり、来所された方もいました。

ご家族ご本人に希望を聞き意向の把握に努め、
ケアプランへ反映しています。また、困難な場
合はカンファレンスを通して本人本位のケアに
努めています。

利用者との日々の何気ない会話や、利用者家族から
聞いた入居前の生活状況を個人別ノートに記録し、
一人ひとりの思いや希望に添えるように努めていま
す。朝は、ゆっくり寝ていたい人や、化粧をしたい
など、利用者の意向や希望に添った支援を実践して
います。

食事やおやつの時間は職員も一緒に会話をもつ
ようにしたり、利用者同士の会話も円滑になる
よう支援をしています。相性が良くない方とは
席を離したりする一方で、お互いを認め合うよ
うな声掛けをしたり、上手く関わり合いが持て
るよう支援しています。

株式会社フィールズ



グループホーム相模原

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

月２回かかりつけ医（内科）の往診があり、連
携を図っています。急な体調の変化があった際
は通院をすることもあり、ご家族の希望で別の
他科へ通院されている方もいます。

かかりつけ医が月２回往診に来ています。看取り介
護の実施で、２４時間医療連携をとっている為、入
居時に内科的なかかりつけ医はグループホームの主
治医に変更してもらっています。入居時より継続を
希望している他科の受診に関しては、家族に協力し
てもらいながら継続をしています。

共用型認知症対応型通所介護事業も行い、デイ
サービスとして通いの方の受け入れも行ってい
ます。主にグループホームに入居希望の方がデ
イを利用し、ご利用者職員共に慣れた状態で入
居へ…ということを目的としています。

近隣の美容室やスーパーを利用しています。今
年度はコロナの影響で地域行事への参加やサロ
ン等への外出ができていませんが、地域資源を
活用した外出を楽しんでもらえるよう努めてい
ます。

定期的に介護計画を見直しており、本人がより
良く暮らせる為に全職員で話し合い、意見やア
イデアを取り込んで現状に即した介護計画を作
成しています。

各居室担当がモニタリングを行い、全職員で３日間
２４時間の状況を個別シートに記録しています。計
画作成者が取りまとめて、本プランを作成していま
す。実践前に利用者、家族の意向を反映させたプラ
ンを担当者会議（計画作成者・居室担当・本人・家
族）にかけ、承諾のもと計画に添った支援を行って
います。

ご本人の様子や話した事など細かく記録し、情
報共有を行っています。個人記録の気づき等か
ら、介護計画の見直しに活かしています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

事故発生マニュアルに沿って看護師への連絡、
救急車の手配等行えるようになっています。看
護師と24時間連絡がとれる体制にあり、急変時
には看護師の指示に従っています。

全施設合同で定期的に避難訓練を行っていま
す。（地震・火災想定、今年度はコロナの影響
で行えておらず、消火活動のみ）また運営推進
会議の場などで自治会と災害時の対策について
話し合いを行っています。

昼間・夜間・火災・地震想定訓練を施設全体で行
い、消火訓練も実際に行ったり、夜間想定の場合は
夜勤をする職員が行うなど、職員が順に経験をし、
その内容を全体で共有しています。全職員が警備会
社のメール登録をし、災害時にはメールで状況や安
否確認が素早く行えるようにしています。

入院時には病院と連絡を取り合い情報交換に努
めています。早期の退院につながるよう病院と
も連携をし、退院後の生活に備えて情報の共有
を行い病院関係者と良好な関係を築いていま
す。

重度化や終末期について早い段階からご家族と
話し合いを行い、方針等は書面で明確にしてい
ます。終末期をどのように過ごすのかについて
ご家族と共に支援の方法を考え、看護師や施設
長等も含め、全職員でチームケアに努めていま
す。

見取りは、５回経験しています。契約時に事業所の
看取りや、終末期のあり方について利用者と家族の
同意を得ています。利用者には看取りになる前に最
期をどのように迎えたいかをさりげなく聞き取りを
しています。年２回看取りの研修を行い、看取り開
始後は職員間で情報共有し、振り返りも行っていま
す。

看護師とは24時間連絡体制が整備されており、
変化があった際は報告・相談をしています。ご
利用者に体調の変化がみられた際は指示を仰ぎ
適切な受診や看護が受けられるよう支援をして
います。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

重度化が進みそれぞれが行うことは難しいです
が、できる方には野菜の下ごしらえや盛り付
け・皿洗い等もしていただいています。それぞ
れに合った役割で、できることは職員と一緒に
行い、食事が楽しくなるような支援をしていま
す。

献立は毎月職員が交代で立て、併設する養護老人
ホームの栄養士にバランスをチェックしてもらって
います。利用者と職員で週３回、近隣のスーパーま
で買い物に行き、毎食職員が調理を行っています。
出来る利用者には、食材のカットや盛り付けを手
伝って貰っています。

起床時間や食事の時間等、一人ひとりのペース
をできるだけ大切にするよう心がけています。
散歩や買物等についてもご本人の希望を伺い、
一人ひとり思い思いに一日が過ごせるよう支援
しています。

汚れた衣類は着替えのお願いし、自分で選んだ
服を着ていただいたり、化粧品や洋服等一緒に
買物に出掛け選んでいただいています。ご希望
によってお化粧や手にマニュキュアを塗る等の
援助を行っています。

ご利用者の人格を尊重し誇りやプライバシーを
傷つけないような言葉掛けに配慮しています。
入浴時や排泄時等プライバシーに留意した対応
を心掛けています。

年１回プライバシー保護・人権に関する研修を行っ
ています。利用者の要求にはその都度なるべく対応
し、否定的な言葉づかいは避け、落ち着かない人に
は、隣に座り体に触れて、安心するように声掛けを
行っています。守秘義務についても理解し、個人情
報の管理も適切に行っています。

自分で決められるような声掛け・働きかけをし
ていますが、段々と自己決定することが難しく
なってきています。「横になりたい」「髪を切
りたい」「今日はお風呂に入りたくない」等ご
本人の希望や思いを受け止め、意思を尊重した
支援を行っています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

毎食乳製品を提供し、水分を多く勧める、排便
に良いとされている食物等も考えながら食事に
取り入れています。また、散歩や体を動かす等
適度に運動を行い、なるべく薬に頼らない働き
かけをしています。

時間帯はある程度決まっていますが、午前、午
後とご本人に確認し個々の希望に沿った入浴支
援を行っています。

週２回以上、職員が見守り介助を行い自身で出来る
部分は洗身洗髪を行っています。体調面で入浴出来
ない時は、清拭を行っています。午前中入浴や午後
入浴など、利用者の希望になるべく添うよう対応し
ています。入浴拒否の時は、時間を変えたり、職員
を変えたりして対応をしています。

毎食後声掛けし、一人ひとりの力に応じた口腔
ケアを行っています。介助が必要な方は職員が
お手伝いをし、毎月の歯科往診でも口腔ケアを
実施する等し専門医から指導をいただいており
ます。

一人ひとりの排泄パターンを把握し、自らトイ
レへ行かない方には声掛けをして誘導を行って
います。そのような方には排泄記録表を活用
し、すぐにオムツを使用するという方法ではな
く、職員間で話し合い排泄の自立に向けた支援
を行っています。

介助が必要な利用者には、排泄記録表を活用してト
イレへの誘導を行っています。夜間帯は安眠を優先
し、起きてきた利用者の歩行見守りやトイレ誘導の
援助、ポータブルトイレを使用した介助を行ってい
ます。その時の状態や様子により、パット類の検討
やパット使用の有無などを検討しています。

職員が考えた献立を併設する施設の栄養士に
チェックをしてもらい、制限食の方のアドバイ
スを聞いたりバランスをみてもらっています。
食事量・水分量を記録し看護師に報告、体重の
減少等あれば医師とも相談しています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

自己管理ができる方、お金を持つ事を理解され
ている方には所持してもらい、欲しい物・必要
な物はないか聞き取りをして少額の買物につい
てはご自身の財布からお支払いすることもあり
ます。収支に関しては、毎月ご家族に報告して
います。

散歩や外気浴・好きなテレビ番組を観る等それ
ぞれの好みを把握し、買物・料理・翌日のメ
ニュー書き・カーテンの開閉・カレンダーめく
り等々、一人ひとりに合った役割を実行しても
らい生活の支援を行っています。

コロナ禍により今年度は人が集まる場所には外
出できていませんが、天気の良い日には近所に
散歩に出ています。また毎年『里帰り行事』と
して、本人の馴染みの場所や行きたい場所に出
掛けられる行事を各担当が企画し、支援を行っ
ています。

毎日少しの時間でも屋外に出るようにしています。
車椅子の利用者も中庭で日光浴を行ったり、施設周
辺や近くの「こもれびの森」まで散歩に出かけてい
ます。週３回、食材の買い物に行ったり、日用品や
必要な物を買いに車椅子の利用者も出かけていま
す。季節ごとに菊花展やドライブにも行っていま
す。

個々の休息リズムにあった支援を行っており、
就寝時間もご利用者によって様々です。昼夜逆
転気味の方がいた際は日中陽を浴びていただい
たり、外へ出たりして安眠につながるよう支援
しています。

個人ファイルで服薬内容を把握できるように
なっており、内容や用量が変更になった際には
記録に残し、その後の状態の変化についても申
し送り、看護師に報告をして連携をとっていま
す。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

家庭で使用していた家具を持ち込んでいただき
自由に配置し、思い出の写真を飾る等し居心地
よく過ごせるよう配慮してます。

照明・エアコン・防炎カーテン・少スペースの棚が
備わっています。仏壇・家族の写真・テレビ・ベッ
トなど、持ち込みは自由です。各入居者に担当者を
設定し、毎月の手紙を書いたり必要なことの連絡
は、基本的には担当者が対応しています。また、
日々の簡単な掃除は入居者も一緒に行っています。

できることが段々と少なくなってきてはいます
が、変化していくご利用者の状態を職員間で共
有し、どこからが介助が必要なのかを見極め、
手すりの設置や危険な箇所を減らしていく等
し、安全かつできるだけ自立した生活が送れる
よう工夫しています。

季節に応じた飾り物をご利用者と一緒に飾った
り（お雛様やクリスマスツリー等）、季節の花
を飾る等し季節感を感じてもらえるよう工夫し
ています。居間と食堂を分けた空間づくりや、
ご本人の希望で日中もカーテンを閉めて光の調
整を行っている方もいます。

季節ごとに飾り物をしていますが、施設ということ
を感じないように配慮しています。居室や食堂は広
くは無いですが、パブリックスペースとセミパブ
リックスペースは、棚を配置して仕切り、不自然な
空間の仕切りにならないように配慮をしています。
リビングにはソファーや椅子を設置して自由に座っ
ておしゃべりを楽しんでいます。

共用空間があまり広くない為独りになれるス
ペースは少ないですが、椅子やソファ等を置い
て自由に席を移ることができるよう工夫してい
ます。また、玄関先やベランダにベンチを設置
し、気の合うご利用者とお話しができるスペー
スも設けています。

電話の依頼がある時はかける介助を行っていま
す。また、携帯電話を所持している方もおら
れ、自由にご家族等と連絡をとっている方もい
ますが、年々電話越しでの会話や手紙を書くこ
とが難しくなってきているご利用者が多くなっ
てきています。
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